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先日、あるところで、異年齢ワークシ

ョップをさせていただきました。 

下は小学１年生から、上は、６０代の

かたまで参加してくださいました。 

 

その、小学１年生の男の子は、６年生

のお兄ちゃんと一緒でした。 

お母さんも来ていたのですが、ワーク

には参加せず、椅子に座って、みんな

のようすを見ています。 

参加してもいいんだけどな…とは思い

ましたが、私のワークでは、そのひと

がやりたいことを尊重するので、とく

に何も言わずにすすめました。 

 

でも、ワークをすすめるうちに、だん

だんあることに気づきました。 

できるだけ、だれでもが無理なく参加

できるようなワークを組み立てますが、

ときには、小学１年生には、ちょっと

むずかしいかなと思えるものも出てき

ます。そんなとき、お母さんがそっと

出てきて、その子がその場に入れるよ

うに、サポートしているのです。それ

も、その子の自主性を最大限に尊重し

つつも、ワークの流れをこわさないよ

うに、配慮しているのです。 

 

ワークがすすむにつれて、参加者が、

どんどんリラックスしてきます。なか

に、２０代くらいとおぼしき男の子た

ちが、その子に、とても目をかけてく

れました。まるで、親戚のお兄ちゃん

とでもいうかのように（笑）、その子を

サポートしてくれるのです。 

 

その子も、すっかり気持ちが解放され

て、今日はじめて会ったばかりのお兄

ちゃんに、甘えるように身をあずけて

います。実際、ひざの上で、飛び跳ね

たりさえしていたのです。 

 

そんなとき、お母さんは、遠慮したり、

恐縮したりしすぎることなく、椅子に

座って、にこにこと、そのようすを見

ています。その子がどうするかを、信

頼して見守っているのです。今日初め

てあったばかりのお兄ちゃんにも、同

じ信頼を寄せているのです。 

 

見ていて、実に気持ちのいい距離でし

た。囲いこみすぎず、かといって、放

任しすぎず、この絶妙のかかわりかた

は、ある意味、達人級だなあと、ここ

ろのなかで、感心してしまいました。 

 

おそらく、こうした場に出るのも、初

めてではないのでしょう。ひとは、体

験を重ねることでしか、自分をみがく

ことはできませんから。じれったい思

いや、はらはらする思いも、体験した

うえで、いまのお母さんのかかわりか

たがあるのでしょう。 

 

ちなみに、６年生の、その子のお兄ち

ゃんは、すぐに、みんなの輪のなかに

溶けこみ、弟にかまわず、存分にワー

クを楽しんでいました。 

でも、弟がやってくると、これも、け

っしてこばまず、背中に飛び乗ってく

る弟を、そのままぶら下げながら（笑）、

ワークを楽しんでいました。 

 

その、すてきな親子を見ながら、私は、

こころのなかで思っていました。 

 

信頼してあげれば、ひとは、安心する

んだな。安心すれば、ひとは、安定す

るのだな。安定すれば、そのまま、手

放せるのだな、と。 

 

ああ。親子にかぎらず、そんな人間関

係をつくっていきたい…。 

あらためて思ったひとときなのでした。 

 

さて。あなたのまわりの人間関係はど

うですか？ 信頼、できていますか？ 

安心、できていますか？ 手放して、

見つめることができていますか？ 

 

まずは、あなたが信頼を注いであげる

こと。たぶん、すべてはそこからはじ

まるのだと思いますよ。 
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